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1.1.はじめにはじめに

学術情報資源のオンライン化

Web上のサービスへのアクセス多様化

便利に

いつでも

どこでも

（契約eリソースの現状）
IPアドレス認証、ID/PW認証・・・利用に制約
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EZproxyEZproxy ShibbolethShibboleth



2.2.経緯経緯

2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011

- UPKI参画
-学内認証基盤の整備

- LDAP導入

- PW管理装置導入

-全学共通認証事業室、
図書館連携事業室

- Shib IdP学内向け試行運用
-図書館利用者IDの全学共通ID化
- MyLibrary shibbolleth対応

九州大学

- EZproxy導入
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図書館連携事業室
を設置

-全学共通ID発行
- Shib IdP 高性能サーバ切替
- EZproxy shibbolileth対応
- 「学認」参加（予定）

NII

- UPKI開始 - SSO

実証実験
- UPKI-Fed

試行運用
- 「学認」フェデレーション

3.3.なぜなぜShibbolethShibboleth？？

1) 機関認証（IP認証）から、個人＋機関認証へ
・ 学内・外を問わず、同じ方法で学術情報にアクセス可能
・ サービス間で、パーソナルサービス、ソーシャル機能との連携可能
・ 将来的（技術的）には、オープンWebのサービスとのSSOも可能に（期待）

2) 業務の効率化／持続可能は発展
・ アクセス先の管理をフェデレーション単位で行える
・ 各大学で独自のSSOシステムを構築・運用し続けるのはコストがかかる

3) セキュリティ管理の利便性向上
・ 個人ごと、グループ（属性）ごとに、各サービスへのアクセス管理可能
・場所や利用者区分を限定したアクセス制限が容易に
・セキュリティインシデントの対応が容易に（期待）
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図書館連携事業室図書館連携事業室
((情報統括本部情報統括本部｢｢情報環境整備推進室」の一部情報環境整備推進室」の一部))

情報統括本部
/ 情報基盤研究開発センター

教員2名

-情報基盤研究開発センター 1

-附属図書館研究開発室 1

4.4.情報統括本部と附属図書館の連携情報統括本部と附属図書館の連携
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附属図書館

-附属図書館研究開発室 1

職員7名

-デジタルライブラリ担当 3

-附属図書館 4

-図書館システム
-認証
-機関リポジトリ

-図書館情報サロンPC

-講習会、利用説明会
-全学ソフトウェア

5.Shibboleth5.Shibboleth--IdPIdPの構築・運用の構築・運用

九州大学全学共通認証基盤（全学共通認証事業室）
－目的

- 認証における煩雑さを解消

- 情報サービスの利便性・信頼性・安全性を向上

- （大学活動の生産性向上）

－ 3つのサービス

- 全学共通IDの発行・管理- 全学共通IDの発行・管理

- 認証機能の提供

- サーバ証明書の申請受付

Shibboleth IdPの構築
– 学内サービスでのシングルサインオン実現

– 外部のSaaS系サービスの利用

– 大学間認証連携
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1) ICカード
2) 全学共通ＩＤ

6.6.学内サービスの学内サービスのShibbolethShibboleth化化

図書館独自IDから全学共通IDへ
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図書館独自ID

2) 全学共通ＩＤ
3) マトリックスパスワード
4) Code39バーコード

6.6.学内サービスの学内サービスのShibbolethShibboleth化化

マイアカウントサービス｢きゅうとMyLibrary｣
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6.6.学内サービスの学内サービスのShibbolethShibboleth化化

MyLibrary 利用統計: # of sessions
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6.6.学内サービスの学内サービスのShibbolethShibboleth化化

MyLibrary 利用統計: # of unique users
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6.6.学内サービスの学内サービスのShibbolethShibboleth化化

リモートアクセス｢どこでもきゅうと｣（Ezproxy)
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EZproxy 利用統計: # of pages

6.6.学内サービスの学内サービスのShibbolethShibboleth化化
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EZproxy 利用統計: # of visitors

6.6.学内サービスの学内サービスのShibbolethShibboleth化化
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7.7.今後の展開今後の展開

ローカルサービス
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商用サービス


